
嚥下障害診療アルゴリズム 

一般外来で 
経過観察 

一般外来で 
嚥下指導 

より専門的な 
医療機関へ紹介 

評価・治療の 
適応外と判断 

原疾患、基礎疾患、既往歴、服薬内容 
摂食状況、栄養摂取方法、介護状況 

歩行能力、頸部・四肢の運動性、栄養状態 
意識レベル、理解度、認知度、痴呆の状態 

鼻咽腔閉鎖機能、舌・軟口蓋の運動性 
咽頭絞扼反射の状態、声帯麻痺の有無 
発声・構音機能、気管切開の有無と状態 

６．嚥下内視鏡検査 

５．簡易検査 

４．口腔・咽頭・喉頭などの診察 

３．精神・身体機能の評価 

２．問 診 

１．対象患者 

対 応 基 準 

狭義の摂食障害を除外 

RSST、水飲みテスト、食物テスト 
血中酸素飽和度モニター 
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